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京都大学複合原子力科学研究所 原子炉設置変更承認申請書（臨界

実験装置の変更）に関する意見の聴取について 

 

 

上記の件について、令和元年５月３１日付け１９京大施環化第４７号（令和

３年１０月４日付け２１京大施環化第７９号、令和３年１１月１０日付け２１

京大施環化第９５号、令和４年２月２２日付け２１京大施環化第１３１号及び

令和４年３月１４日付け２１京大施環化第１４２号をもって一部補正）をもっ

て、国立大学法人京都大学 学長 山極 壽一から、核原料物質、核燃料物質

及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第１６６号）第２６条第１項

及び第７６条の規定に基づき、別添のとおり申請があり、審査の結果、同法第

２６条第４項において準用する同法第２４条第１項各号のいずれにも適合して

いると認められるので、同法第２６条第４項において準用する同法第２４条第

２項の規定に基づき、別紙のとおり同条第１項第１号に規定する基準の適用に

ついて、貴委員会の意見を求める。 
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（別紙） 

 

京都大学複合原子力科学研究所 原子炉設置変更承認申請書（臨界

実験装置の変更）の核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律に規定する承認の基準への適合について 

 

令和元年５月３１日付け１９京大施環化第４７号（令和３年１０月４日付け

２１京大施環化第７９号、令和３年１１月１０日付け２１京大施環化第９５号

、令和４年２月２２日付け２１京大施環化第１３１号及び令和４年３月１４日

付け２１京大施環化第１４２号をもって一部補正）をもって、国立大学法人京

都大学 学長 山極 壽一から、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律（昭和３２年法律第１６６号。以下「法」という。）第２６条第１

項及び第７６条の規定に基づき提出された京都大学複合原子力科学研究所 原

子炉設置変更承認申請書（臨界実験装置の変更）に対する法第２６条第４項に

おいて準用する法第２４条第１項第１号及び第７６条に規定する承認の基準へ

の適合については以下のとおりである。 

 

本件申請については、 

・試験研究用等原子炉の使用目的（原子炉の核特性等に関する基礎研究､開

発研究及び教育訓練）を変更するものではないこと 

・使用済燃料については、国内の他の事業者又は我が国と原子力の平和利用

に関する協力のための協定を締結している国に引き渡すまで、当該原子炉

施設の燃料室に保管するという方針に変更はないこと 

から、試験研究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれがないものと

認められる。 

 

 




